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MCA無線で連絡を取り合う様子

復興への道のり遠く
1 月１日に石川県能登地方で発生した地震により
亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げます
とともに、そのご家族や被災された方々に、心よ
りお悔やみとお見舞いを申し上げます。
地震発生から 1ヶ月が経過しました。少しずつで
はありますが電力回復の報道や、鉄道や空港、コ
ンビニの再開など、生活に必要なインフラが戻り
つつあるという報道があります。しかし、現地で
は倒壊したまま手付かずの家屋や寸断された道
路、復旧の目途が経たない水道等、元の生活に戻
るにはまだまだ課題が山積しています。
当社も少しでも早い復旧を支援するために能登半
島全域を走り回る日々が変わらず続いています。
終わりの見えない道のりではありますが、少しで
も早く、元の生活に戻っていただくための支援を
これからも続けていきます。

現地で災害用通信機器が活躍

地震発生から 1ヶ月
変わらぬ災害復旧活動

震災が発生すると携帯電話がつながらなくなる
というお話を聞かれたことがあるかと思います。
能登半島地震においても携帯電話による通話が
困難な地域が多数発生しています。そのような
環境で日々変わる道路状況等の情報を共有する
ために当社も使用しているのが災害用通信機器
です。
移動無線センターのMCA無線やテレネット社
のハザードトーク等、現地の電波状況に合わせ
て機器を使い分けながら必要な情報の共有を
行っています。
災害現場では情報が命です。正確な情報を早く、
確実に伝達するためにも災害用通信機器のご準
備をお勧めします。


